
　

4
月
20
日
㈯
〜
30
日
㈫
、
春
の
火
災
予
防
運
動
に

合
わ
せ
て
市
内
各
所
で
『
放
水
訓
練
』
（
消
防
本
部
・

消
防
団
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

『
登
別
消
防
創
設
100
周
年
』
を
迎
え
る
今
年
は
、

消
防
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
趣
向
を
こ

ら
し
た
活
動
を
展
開
。
消
防
団
幌
別
分
団
は
放
水
訓

練
の
後
、
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
の
指
導
や
子

ど
も
用
の
防
火
衣
を
用
意
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

消
防
団
富
士
分
団
は
、
町
内
会
役
員
や
同
分
団
後

援
会
、
消
防
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
ば
ん

平ぺ
い

く
ん
』
ら
が
、
昔
な
が
ら
の
『
拍ひ

ょ
う
子し

木ぎ

』
を
打
ち

な
が
ら
『
火
の
用
心
』
を
訴
え
ま
し
た
。

春
の
火
災
予
防
運
動

消
防
を
よ
り
身
近
に

▲防火衣を体験する子ども

　

5
月
5
日
㈰
、
川
上
公
園
野
球

場
を
発
着
点
に
『
第
38
回
登
別
こ

い
の
ぼ
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』
（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、

3
、
5
、
10
㌔
㍍
、
親
子
3
㌔
㍍

の
4
種
目
に
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
、
237
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

球
場
内
で
開
会
式
と
準
備
体
操

が
行
わ
れ
た
後
、
参
加
者
は
種
目

ご
と
に
順
次
ス
タ
ー
ト
。
応
援
に

来
た
人
た
ち
が
沿
道
を
埋
め
る
中
、

力
強
い
走
り
を
見
せ
る
大
人
に
負

け
じ
と
、
子
ど
も
た
ち
も
力
い
っ

ぱ
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
鉱
山
町

へ
と
続
く
上
り
坂
を
駆
け
抜
け
ま

し
た
。

　

走
り
や
す
い
穏
や
か
な
天
候
の

中
、
ゴ
ー
ル
へ
と
続
く
坂
道
を
笑

顔
で
下
る
親
子
3
㌔
㍍
コ
ー
ス
の

参
加
者
は
、
最
後
は
手
を
つ
な
い

で
走
り
終
え
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し

た
参
加
者
は
、
完
走
後
に
息
を
切

ら
し
な
が
ら
も
、
充
実
の
表
情
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

完
走
し
た
参
加
者
は
、
完
走
証

を
手
に
、
走
り
の
余
韻
に
浸
っ
て

い
ま
し
た
。

  

第第
3838
回
登
別
こ
い
の
ぼ
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会

回
登
別
こ
い
の
ぼ
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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心
地
よ
い
春
風
の
中
を
疾
走

広報のぼりべつ2013年6月号 6東　奔　西　走 



　

5
月
11
日
㈯
、
登
別
地
区
の
3
店
舗
で
『
お
に
×

コ
ン
in
の
ぼ
り
べ
つ
』
（
同
実
行
委
員
会
・
登
別
ま

ち
づ
く
り
促
進
期
成
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
内
の
若
手
有
志
が
、
登
別

地
区
へ
の
訪
問
機
会
の
少
な
い
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
。
参

加
し
た
約
90
人
の
男
女
は
、
各
店
舗
の
お
す
す
め
料

理
を
味
わ
い
な
が
ら
談
笑
し
、
積
極
的
に
交
流
の
輪

を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
『
登と

夢む

く
ん
』
や
湯
の
守
り
神
『
湯ゆ

鬼き

神じ
ん

』
が
登

場
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

第
１
回
お
に
×
コ
ン
in
の

イ
ン

ぼ
り
べ
つ

若
手
発
信

地
域
の
良
さ
を
皆
さ
ん
へ

▲交流の輪を広げる参加者

　

4
月
23
日
㈫
、
市
役
所
で
、
行
政
情
報
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し

た
『
市
民
便
利
帳
』
と
電
話
帳
『
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
＆ア

ン
ド
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
室
蘭
地
方

版
』
の
合
冊
版
贈
呈
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

合
冊
版
は
、
市
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱
が
道
内
初
の
試
み
と
し
て
昨
年

度
か
ら
共
同
制
作
を
行
い
、
今
回
が
2
回
目
の
発
行
。
制
作
費
用
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱
が
負
担
し
、
今
後
も
毎
年
制
作
し
、
全
戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

市
民
便
利
帳
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
市
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
手
続
き
、
公
共
施
設

の
案
内
な
ど
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
行
政
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
基
幹
産

業
の
観
光
を
は
じ
め
、
力
強
く
発
展
を
続
け
る
ま
ち
の
様
子
、
市
民
・
企
業
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
た
特
集
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
は
『
大
津
波
に
お
け
る
高
台
の
避
難
場
所
マ
ッ
プ
』
を
新
た
に

掲
載
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
い
防
災
情
報
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

5
月
10
日
㈮
〜
12
日
㈰
、
亀
田
記
念
公
園
で
『
グ

リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
3
さ
く
ら
祭
り
』
（
登
別

造
園
工
事
業
協
同
組
合
主
催
）
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

市
民
が
笑
顔
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

毎
年
人
気
の
園
芸
市
で
は
、
パ
ン
ジ
ー
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花
苗
を
は
じ
め
、
野

菜
や
庭
木
な
ど
の
苗
が
約
170
種
類
並
び
、
会
場
を
彩

り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
ネ
イ
チ
ャ
ー

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
よ
さ
こ

い
演
舞
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
3
さ
く
ら
祭
り

春
ら
ん
ま
ん

園
芸
フ
ァ
ン
に
っ
こ
り
5/10
 ～12
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▲大勢の来場者でにぎわう園芸市

市
民
便
利
帳
・
電
話
帳
の
合
冊
版
贈
呈
式

市
民
便
利
帳
・
電
話
帳
の
合
冊
版
贈
呈
式

4
 23

暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
が
満
載

▲ 完成した合冊版を披露するＮＴＴタウンページ㈱北海道
営業本部長の西

にし

村
むら

和
かず

己
み

さん（左）、小笠原市長（中央）、
㈱ＮＴＴ東日本－北海道室蘭支店長の濱

はま

口
ぐち

知
とも

由
よし

さん。
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